
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】地震時に係止体が扉等の戻る動きとは独立して

動くことにより扉等の戻る動きで解除されず地震時にロ

ック位置に到って振動する構成にすることにより解除機

構を単純に出来る扉等の地震時ロック方法及び該方法を

用いた地震対策付き棚を提供する。

【解決手段】本発明の地震時ロック方法は地震時に係止

体２が扉等の戻る動きとは独立して動くことにより扉等

の戻る動きで解除されず地震時にロック位置に到って振

動する構成にすることにより解除機構を単純に出来る。

【選択図】図２０

JP 2004-137886 A 2004.5.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
地 震 時 に 扉 等 が ば た つ く ロ ッ ク 状 態 と な る ロ ッ ク 方 法 に お い て 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た
装 置 本 体 の 係 止 体 が 地 震 時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 停 止 さ せ る 位 置 で あ る ロ ッ ク 位 置 へ と 動 き
、 前 記 係 止 体 は 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し て 動 く こ と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず
地 震 時 に ロ ッ ク 位 置 に 到 っ て 振 動 し 、 地 震 の ゆ れ が な く な る こ と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き と
関 係 な く 前 記 係 止 体 は 待 機 位 置 へ と 戻 る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 開 き 戸
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 引 き 出 し
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 棚
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 開 き 戸 、 引 き 出 し 等 （ 以 下 こ れ ら を 扉 等 と い う ） を 地 震 時 に 自 動 ロ ッ ク す る 扉 等
の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 棚 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 に お い て 地 震 時 に 扉 等 を 自 動 ロ ッ ク す る 地 震 時 ロ ッ ク 装 置 に お い て は ゆ れ に よ っ て 球
が 動 く こ と に よ り 地 震 を 検 出 す る 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 場 合 に お い て
係 止 体 は 扉 等 の 戻 る 動 き に よ り 解 除 さ れ て い た た め 解 除 機 構 が 複 雑 に な っ て い た 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 以 上 の 従 来 の 課 題 を 解 決 し 地 震 時 に 係 止 体 が 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し て 動 く こ
と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず 地 震 時 に ロ ッ ク 位 置 に 到 っ て 振 動 し 又 は ロ ッ ク 位 置
を 保 持 す る 構 成 に す る こ と に よ り 解 除 機 構 を 単 純 に 出 来 る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該
方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 棚 の 提 供 を 目 的 と す る 。
更 に 本 発 明 の 他 の 目 的 は 係 止 体 が 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず
地 震 時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 許 容 し な い 状 態 を 保 持 し 、 地 震 の ゆ れ が な く な る こ と に よ り 扉
等 の 戻 る 動 き と 関 係 な く 前 記 係 止 体 は 扉 等 の 開 く 動 き を 許 容 し て 動 き 可 能 な 状 態 に な る 構
成 に す る こ と に よ り 解 除 機 構 を 単 純 に 出 来 る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該 方 法 を 用 い た
地 震 対 策 付 き 棚 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 以 上 の 目 的 達 成 の た め に
地 震 時 に 扉 等 が ば た つ く ロ ッ ク 状 態 と な る ロ ッ ク 方 法 に お い て 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た
装 置 本 体 の 係 止 体 が 地 震 時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 停 止 さ せ る 位 置 で あ る ロ ッ ク 位 置 へ と 動 き
、 前 記 係 止 体 は 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し て 動 く こ と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず
地 震 時 に ロ ッ ク 位 置 に 到 っ て 振 動 し 、 地 震 の ゆ れ が な く な る こ と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き と
関 係 な く 前 記 係 止 体 は 待 機 位 置 へ と 戻 る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 等
を 提 案 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 下 本 発 明 の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 棚 を 図 面 に 示 す 実
施 例 に 従 っ て 説 明 す る 。
図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 用 い た 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 装 置 を 示 し 、 該 地
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震 時 ロ ッ ク 装 置 は 装 置 本 体 （ １ ） に 振 動 エ リ ア Ａ と し て の 凹 所 が 設 け ら れ る 。
該 振 動 エ リ ア Ａ の 床 面 は 図 示 の 実 施 例 で は 左 右 に 傾 斜 が 上 が る と 共 に 前 方 に も 傾 斜 が 上 が
っ て い る 。
更 に 振 動 エ リ ア Ａ に は 球 （ ９ ） が 振 動 可 能 に 収 納 さ れ 該 球 （ ９ ） は 振 動 エ リ ア Ａ の 中 央 後
端 を そ の 安 定 位 置 に し て い る 。
次 に 装 置 本 体 （ １ ） に は 係 止 体 （ ２ ） が 軸 （ ２ ｃ ） に お い て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
該 係 止 体 （ ２ ） の 軸 （ ２ ｃ ） よ り 前 方 で あ る 前 部 に は 前 記 振 動 エ リ ア Ａ と し て の 開 口 が 設
け ら れ 該 開 口 に お い て 前 記 球 （ ９ ） が 収 納 さ れ る 。
振 動 エ リ ア Ａ と し て の 開 口 は 図 ３ に 示 す 様 に 傾 斜 し た 前 縁 Ａ １ に お い て 球 （ ９ ） が 前 進 す
る 際 に 横 方 向 の 動 き を 付 加 可 能 に し て い る 。
次 に 振 動 エ リ ア Ａ と し て の 開 口 の 前 端 に は そ の 下 面 が 傾 斜 し た 庇 （ ２ ｂ ） が 設 け ら れ る 。
更 に 係 止 体 （ ２ ） の 先 端 に は 係 止 部 （ ２ ｅ ） 及 び 該 係 止 部 （ ２ ｅ ） に 係 止 し た 係 止 具 （ ５
） （ 後 述 す る ） の 係 止 部 （ ５ ａ ） と の 係 止 保 持 力 （ 係 止 解 除 力 で も あ る ） を 確 保 す る 弾 性
部 （ ２ ｆ ） が 設 け ら れ る 。
一 方 係 止 体 （ ２ ） の 後 部 に は 係 止 体 （ ２ ） の 重 心 を 軸 （ ２ ｃ ） に 近 付 け て バ ラ ン ス を 調 整
す る た め の 重 り （ ２ ｄ ） が 設 け ら れ る 。
次 に 装 置 本 体 （ １ ） か ら の 係 止 体 （ ２ ） の 外 れ 防 止 の た め に 装 置 本 体 （ １ ） は 蓋 （ ３ ） で
そ の 上 面 を 閉 じ ら れ る 。
以 上 の 装 置 本 体 （ １ ） は 家 具 、 吊 り 戸 棚 等 の 棚 の 本 体 （ ９ ０ ） に ビ ス 等 で 取 り 付 け ら れ る
。
一 方 家 具 、 吊 り 戸 棚 等 の 棚 の 開 き 戸 （ ９ １ ） （ 図 示 の も の は 引 き 出 し を 含 む 扉 等 の 一 例 と
し て の 開 き 戸 を 示 す ） に は 係 止 具 （ ５ ） が ビ ス 等 で 取 り 付 け ら れ る 。
該 係 止 具 （ ５ ） は 前 記 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） に 係 止 さ れ る 係 止 部 （ ５ ａ ） を 有 し
て い る 。
以 上 の 実 施 例 に 示 し た 図 １ 乃 至 図 ３ の 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び そ れ を 用 い た 扉 等 の
地 震 時 ロ ッ ク 装 置 の 作 用 は 次 の 通 り 。
す な わ ち 通 常 の 使 用 状 態 に お い て は 図 １ に 示 す 様 に 係 止 体 （ ２ ） は そ の 軸 （ ２ ｃ ） を 中 心
に 前 端 の 係 止 部 （ ２ ｅ ） が 下 降 し た 状 態 で 安 定 し て い る 。
こ の 状 態 に お い て 球 （ ９ ） は 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ の 傾 斜 面 に よ り 形 成 さ れ た 安
定 位 置 で あ る 中 央 後 端 又 は 後 端 近 く に 位 置 し て い る 。
す な わ ち 後 端 近 く と 言 っ た の は 係 止 体 （ ２ ） の 振 動 エ リ ア Ａ と し て の 開 口 に よ り 押 さ れ た
状 態 で 球 （ ９ ） が 安 定 し て も よ い か ら で あ る 。
こ の 安 定 位 置 に あ る 安 定 状 態 に お い て 開 き 戸 （ ９ １ ） は 開 閉 さ れ る が 係 止 体 （ ２ ） の 前 端
の 係 止 部 （ ２ ｅ ） が 下 降 し て い る た め 係 止 具 （ ５ ） は 前 記 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ）
に 係 止 し な い 。
従 っ て 開 き 戸 （ ９ １ ） は 自 由 に 開 閉 さ れ 使 用 者 は 棚 内 部 へ の 物 品 の 収 納 及 び 内 部 か ら の 取
り 出 し が 可 能 に な っ て い る 。
次 に 地 震 時 に お い て は 棚 の 本 体 （ ９ ０ ） が ゆ れ る た め 前 方 へ の ゆ れ の 際 に は 球 （ ９ ） は 振
動 エ リ ア Ａ の 中 央 後 端 又 は 後 端 近 く の 安 定 位 置 か ら 図 ３ に 示 す 様 に 前 進 す る 。
そ の 結 果 球 （ ９ ） は 係 止 体 （ ２ ） の 庇 （ ２ ｂ ） を 押 し 上 げ て 係 止 体 （ ２ ） の 前 端 の 係 止 部
（ ２ ｅ ） は 図 ４ に 示 す 様 に 上 昇 す る 。
こ こ で 庇 （ ２ ｂ ） が な か っ た と し て も 球 （ ９ ） は 係 止 体 （ ２ ） の 振 動 エ リ ア Ａ の 前 端 に 当
た る た め 係 止 体 （ ２ ） の 前 端 の 係 止 部 （ ２ ｅ ） は 上 昇 す る 。
但 し 庇 （ ２ ｂ ） が あ れ ば 係 止 体 （ ２ ） の 前 端 の 係 止 部 （ ２ ｅ ） の 上 昇 は よ り 容 易 に な っ て
い る 。
こ こ で 単 に 球 （ ９ ） が 直 線 的 に 振 動 す る 場 合 に は 地 震 の 振 動 波 形 と ほ ぼ 同 期 し て 球 （ ９ ）
は 振 動 す る 。
と こ ろ が 開 き 戸 （ ９ １ ） は 慣 性 が 大 き い た め そ の 開 閉 波 形 は 地 震 の 振 動 波 形 よ り ず れ る （
遅 れ る ） 。
す な わ ち 地 震 の ゆ れ の 方 向 が 前 進 方 向 か ら 後 退 方 向 に 逆 転 し て も 開 き 戸 （ ９ １ ） は 慣 性 で
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そ の ま ま 開 く 方 向 の 動 き を 継 続 す る 。
従 っ て 単 に 球 （ ９ ） を 直 線 的 に 振 動 さ せ る 従 来 の 方 法 で は 地 震 の 振 動 波 形 と ほ ぼ 同 期 し て
球 （ ９ ） が 後 退 す る た め 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） は 下 降 し 始 め て 係 止 具 （ ５ ） の 係
止 部 （ ５ ａ ） は 前 記 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） に 係 止 出 来 ず に 開 き 戸 （ ９ １ ） は 開 い
て し ま う 。
と こ ろ が 本 願 発 明 に お い て は 係 止 体 （ ２ ） に 傾 斜 し た 前 縁 Ａ １ を 有 す る 振 動 エ リ ア Ａ を 設
け 該 振 動 エ リ ア Ａ に 収 納 さ れ た 球 （ ９ ） は 前 進 す る 際 に 前 記 前 縁 Ａ １ で 横 方 向 の 動 き が 付
加 さ れ る 。
そ の 結 果 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 （ 係 止 体 （ ２ ） の 振 動 エ リ ア Ａ の 広 義 の 前 縁 Ａ １ に 沿 っ た 経
路 ） と 後 退 経 路 （ 係 止 体 （ ２ ） の 振 動 エ リ ア Ａ の 広 義 の 後 縁 に 沿 っ た 経 路 ） を 明 確 に 異 な
ら せ る こ と が 可 能 に な り 後 退 経 路 に お い て 球 （ ９ ） に か か る 荷 重 を 大 き く す る こ と が 容 易
に な り 前 進 よ り 後 退 の 時 間 を 長 く す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。
こ の 結 果 地 震 の ゆ れ の 方 向 が 前 進 方 向 か ら 後 退 方 向 に 逆 転 し て も 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （
２ ｅ ） は 上 昇 し た ま ま の 状 態 を し ば ら く 継 続 し た 後 に 下 降 す る 。
こ の 係 止 部 （ ２ ｅ ） が 上 昇 し た ま ま の 状 態 を し ば ら く 継 続 す る こ と は 非 常 に 重 要 で あ っ て
そ れ が 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 く 方 向 の 動 き の 継 続 に 対 応 す る も の に な る の で あ る 。
従 っ て 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 く 方 向 の 動 き に よ り 係 止 具 （ ５ ） の 係 止 部 （ ５ ａ ） は 前 記 係 止
体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） に 係 止 す る こ と が 出 来 る 。
以 上 で 明 ら か な 通 り 後 退 経 路 に お い て 球 （ ９ ） に か か る 荷 重 を 大 き く し 前 進 よ り 後 退 の 時
間 を 長 く し て い る こ と で 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 波 形 の ず れ （ 遅 れ ） に 対 応 出 来 る の で あ る
。
後 退 経 路 に お い て 球 （ ９ ） に か か る 荷 重 を 大 き く す る 方 法 と し て 図 示 の 実 施 例 で は 後 退 経
路 に お い て 球 （ ９ ） を 係 止 体 （ ２ ） の 軸 （ ２ ｃ ） に 近 い 部 分 に 接 触 さ せ 係 止 体 （ ２ ） の 重
量 に よ る 大 き な 荷 重 を 作 用 さ せ る 一 方 前 進 経 路 に お い て は 球 （ ９ ） を 係 止 体 （ ２ ） の 軸 （
２ ｃ ） か ら 遠 い 部 分 に 接 触 さ せ 係 止 体 （ ２ ） の 重 量 に よ る 小 さ な 荷 重 を 作 用 さ せ て い る の
で あ る 。
以 上 の 結 果 後 退 す る 際 に 球 （ ９ ） に か か る 荷 重 が 大 き く な り 前 進 よ り 後 退 の 時 間 が 長 く な
る の で あ る 。
更 に 図 示 の 実 施 例 に お い て は 次 の 方 法 も 付 加 し て 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 波 形 が 地 震 の 振 動
波 形 よ り ず れ る （ 遅 れ る ） こ と に 対 応 し て い る 。
す な わ ち 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ に 球 （ ９ ） を 振 動 可 能
に 収 納 し 、 該 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 を 異 な ら せ 後 退 経 路 に お い て 開 き 戸 （ ９ １ ）
の 係 止 具 （ ５ ） に 係 止 す る 係 止 体 （ ２ ） に 接 触 さ せ な が ら 前 記 球 （ ９ ） を 後 退 さ せ 球 （ ９
） に よ る 係 止 体 （ ２ ） の 持 ち 上 げ を 可 能 に し て い る 。
更 に 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ に 球 （ ９ ） を 振 動 可 能 に 収
納 し 、 該 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 が 同 一 の 場 合 と 異 な る 場 合 の い ず れ の 場 合 （ 図 示
の も の は 異 な る 場 合 ） に お い て も 開 き 戸 （ ９ １ ） の 係 止 具 （ ５ ） に 係 止 す る 係 止 体 （ ２ ）
の 軸 （ ２ ｃ ） に 近 い 部 分 に 後 退 時 に お い て 球 （ ９ ） を 接 触 さ せ て い る 。
こ の 様 に す れ ば 球 （ ９ ） に よ る 係 止 体 （ ２ ） の 持 ち 上 げ が 大 き く な り 球 （ ９ ） が 後 端 に 到
る ま で 係 止 体 （ ２ ） を 持 ち 上 げ て お き 最 後 に 係 止 体 （ ２ ） を 下 降 さ せ る こ と が 容 易 に な る
。
更 に 図 示 さ れ て い な い が 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ に 球 （
９ ） を 振 動 可 能 に 収 納 し 、 該 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 が 同 一 の 場 合 と 異 な る 場 合 の
い ず れ の 場 合 （ 図 示 の も の は 異 な る 場 合 ） に お い て も 球 （ ９ ） の 前 進 時 と 後 退 時 の 開 き 戸
（ ９ １ ） の 係 止 具 （ ５ ） に 係 止 す る 係 止 体 （ ２ ） へ の 接 触 部 分 を 異 な ら せ 後 退 時 に お け る
接 触 部 分 の 摩 擦 を 大 き く し て も よ い 。
例 え ば 後 退 時 に お け る 接 触 部 分 の 材 料 を 摩 擦 の 大 き い 材 料 に し た り 表 面 を ざ ら ざ ら に し た
り す る 方 法 が あ る 。
更 に 図 示 の 実 施 例 に お い て は 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ に
球 （ ９ ） を 振 動 可 能 に 収 納 し 、 該 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 が 同 一 の 場 合 と 異 な る 場
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合 の い ず れ の 場 合 （ 図 示 の も の は 異 な る 場 合 ） に お い て も 開 き 戸 （ ９ １ ） の 係 止 具 （ ５ ）
に 係 止 す る 係 止 体 （ ２ ） に ゆ れ の 戻 り 力 を 作 用 さ せ な が ら （ ゆ れ の 戻 り 力 に よ り 持 ち 上 げ
な が ら ） 前 記 球 （ ９ ） を 後 退 さ せ て い る 。
す な わ ち 単 に 前 進 よ り 球 （ ９ ） の 後 退 の 時 間 を 長 く す る 消 極 的 な 方 法 で な く 積 極 的 に ゆ れ
の 戻 り 力 に よ り 係 止 体 （ ２ ） を 持 ち 上 げ る の で あ る 。
更 に 棚 本 体 側 に 取 り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 振 動 エ リ ア Ａ に 球 （ ９ ） を 振 動 可 能 に 収
納 し 、 該 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 が 同 一 の 場 合 と 異 な る 場 合 の い ず れ の 場 合 に お い
て も 球 （ ９ ） の 経 路 と し て 振 動 エ リ ア Ａ の 前 部 の 経 路 を 後 部 の 経 路 よ り 長 く し て 球 （ ９ ）
が 前 部 に 存 在 す る 時 間 を 後 部 に 存 在 す る 時 間 よ り 長 く す る 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 も あ り 次 の 図
６ 乃 至 図 １ １ の 実 施 例 に こ れ を 示 す 。
以 上 で 明 ら か な 通 り 上 昇 し た 状 態 を 継 続 し て い る 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） は 開 く 方
向 の 動 き を 継 続 す る 開 き 戸 （ ９ １ ） の 係 止 具 （ ５ ） の 係 止 部 （ ５ ａ ） に 係 止 し 開 き 戸 （ ９
１ ） は 隙 間 を 有 し て ロ ッ ク さ れ る （ 図 ４ か ら 図 ５ に 到 る の で あ る ） 。
開 き 戸 （ ９ １ ） は 地 震 の ゆ れ の 戻 り の 際 に 開 き 戸 （ ９ １ ） の 重 量 と 地 震 の 加 速 度 に 応 じ て
係 止 を 外 そ う と す る 力 を 係 止 部 （ ２ ｅ ） （ ５ ａ ） に 作 用 す る 。
こ の 係 止 を 外 そ う と す る 力 が 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） の 近 く に 設 け ら れ た 弾 性 部 （
２ ｆ ） の 弾 性 抵 抗 （ 係 止 保 持 力 ） （ 係 止 解 除 力 で も あ る ） 以 下 で あ れ ば 係 止 状 態 は 保 持 さ
れ る 。
す な わ ち 開 き 戸 （ ９ １ ） の 重 量 と 予 想 さ れ る 地 震 の 加 速 度 の 両 者 か ら 係 止 部 （ ２ ｅ ） （ ５
ａ ） の （ 係 止 保 持 力 ） （ 係 止 解 除 力 で も あ る ） を 設 定 し て お く こ と に よ り 予 想 さ れ る 範 囲
の 地 震 に お い て は 地 震 が 終 了 す る ま で 係 止 状 態 が 保 持 さ れ る 。
地 震 が 終 わ る と 使 用 者 は 隙 間 を 有 し て ロ ッ ク さ れ て い る 図 ５ の 開 き 戸 （ ９ １ ） を 係 止 保 持
力 以 上 の 力 で 押 す 。
こ れ に よ り 係 止 状 態 が 解 除 さ れ 図 ５ の 状 態 か ら 図 １ に 示 す 様 に 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２
ｅ ） は 下 降 し 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 は 自 由 に な る 。
こ こ で 球 （ ９ ） に つ い て は 地 震 が 終 わ る と 係 止 状 態 の 解 除 と 関 係 な く 装 置 本 体 （ １ ） の 振
動 エ リ ア Ａ の 床 面 の 傾 斜 に よ り 中 央 後 端 の 安 定 位 置 に 戻 る 。
以 上 で 明 ら か な 通 り 図 １ 乃 至 図 ５ の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 は 棚 の 本 体 （ ９ ０ ） 側 に 取 り
付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 係 止 体 （ ２ ） が 地 震 時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 停 止 さ せ る 位 置 で
あ る ロ ッ ク 位 置 へ と 動 き 、 前 記 係 止 体 （ ２ ） は 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し て 動 く こ と に よ
り 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず 地 震 時 に ロ ッ ク 位 置 に 到 っ て 振 動 し 又 は ロ ッ ク 位 置 を 保 持
し 、 地 震 の ゆ れ が な く な る こ と に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き と 関 係 な く 前 記 係 止 体 （ ２ ） は 待 機
位 置 へ と 戻 る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ る 。
そ し て 図 示 の も の は 地 震 時 に 装 置 本 体 （ １ ） の 係 止 体 （ ２ ） が 扉 等 の 係 止 具 （ ５ ） に 係 止
し 扉 等 の ば た つ き の ほ と ん ど な い ロ ッ ク 状 態 と な る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ っ た 。
図 ６ 乃 至 図 １ １ は 本 発 明 の 他 の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き
棚 で あ る 。
す な わ ち 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 の 他 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 用 い た 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 装 置
を 示 し 、 該 地 震 時 ロ ッ ク 装 置 は 装 置 本 体 （ １ ） に 振 動 エ リ ア Ａ と し て の 凹 所 が 設 け ら れ る
。
該 振 動 エ リ ア Ａ は 球 （ ９ ） が 振 動 可 能 に 収 納 さ れ 該 振 動 エ リ ア Ａ は 図 ９ に 示 す 様 に 後 端 室
Ａ ９ を 有 し て い る 。
更 に 振 動 エ リ ア Ａ の 前 縁 Ａ １ は 収 納 さ れ た 球 （ ９ ） が 前 進 す る 際 に 横 方 向 の 動 き を 付 加 可
能 に し て い る 。
振 動 エ リ ア Ａ の 床 面 は 後 端 室 Ａ ９ が 最 も 低 く そ こ か ら す り ば ち 状 に ゆ る や か に 傾 斜 し て い
る た め 球 （ ９ ） の 安 定 位 置 は 後 端 室 Ａ ９ で あ る 。
次 に 装 置 本 体 （ １ ） に は 係 止 体 （ ６ ） が 軸 （ ６ ｅ ） に お い て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
該 係 止 体 （ ６ ） は 図 ８ に 示 す 様 に 前 部 （ ６ ａ ） と 後 部 （ ６ ｆ ） を 有 し 該 後 部 （ ６ ｆ ） は 前
記 振 動 エ リ ア Ａ の 前 部 の 上 方 に 突 き 出 し て い る 。
前 部 （ ６ ａ ） に は 屈 曲 し て 係 止 部 （ ６ ｂ ） が 設 け ら れ 開 き 戸 （ ９ １ ） に 取 り 付 け ら れ た 係
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止 具 （ ７ ） に 係 止 可 能 に さ れ る 。
係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 段 （ ６ ｃ ） を 有 す る と 共 に 係 止 部 先 端 （ ６ ｄ ） は 両 側 に
横 幅 が 拡 大 さ れ て い る 。
次 に 係 止 具 （ ７ ） は 開 口 （ ７ ａ ） を 有 し 該 開 口 （ ７ ａ ） は 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ）
が 嵌 入 さ れ る も の で あ る 。
す な わ ち 開 口 （ ７ ａ ） は 係 止 具 （ ７ ） の 先 端 の 開 口 端 （ ７ ｂ ） へ と 連 続 し 両 者 の 間 に 距 離
の 狭 い 絞 り （ ７ ｃ ） が 設 け ら れ る 。
以 上 の 実 施 例 に 示 し た 図 ６ 乃 至 図 ９ の 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び そ れ を 用 い た 扉 等 の
地 震 時 ロ ッ ク 装 置 の 作 用 は 次 の 通 り 。
す な わ ち 通 常 の 使 用 状 態 に お い て は 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 様 に 係 止 体 （ ６ ） は そ の 軸 （ ６ ｅ
） を 中 心 に 前 部 （ ６ ａ ） が 自 重 で 下 降 し た 状 態 に な っ て い る 。
開 き 戸 （ ９ １ ） は こ の 状 態 で 開 閉 さ れ る が 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） の 前 面 は 係 斜 し
て い る た め 係 止 具 （ ７ ） が 進 入 し 当 た る と 軸 （ ６ ｅ ） を 中 心 と し て 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部
（ ６ ｂ ） は 上 昇 す る 。
従 っ て 係 止 具 （ ７ ） は 係 止 部 （ ６ ｂ ） を 持 ち 上 げ て 進 入 し 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 係 止 具 （ ７ ）
の 開 口 （ ７ ａ ） に 嵌 入 す る 。
こ こ で 進 入 過 程 に お い て 開 口 （ ７ ａ ） よ り 先 端 側 に あ る 開 口 端 （ ７ ｂ ） を 係 止 体 （ ６ ） の
係 止 部 先 端 （ ６ ｄ ） は 通 過 す る 。
開 口 端 （ ７ ｂ ） の 開 口 幅 は 係 止 部 先 端 （ ６ ｄ ） の 横 幅 よ り も 狭 く さ れ て い る の で 係 止 部 先
端 （ ６ ｄ ） は 開 口 端 （ ７ ｂ ） に 嵌 入 す る こ と な く 通 過 す る こ と が 出 来 る 。
以 上 の 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） が 持 ち 上 げ 可 能 で あ る の は 振 動 エ リ ア Ａ に お い て 球
（ ９ ） が 後 端 室 Ａ ９ の 安 定 位 置 に あ る か ら で あ る 。
す な わ ち 係 止 体 （ ６ ） の 後 部 （ ６ ｆ ） は 振 動 エ リ ア Ａ の 前 部 に 位 置 し て い る た め 係 止 体 （
６ ） は 球 （ ９ ） に 妨 げ ら れ る こ と な く 回 動 す る こ と が 出 来 る の で あ る 。
以 上 は 開 き 戸 （ ９ １ ） を 閉 じ る 際 の 係 止 体 （ ６ ） の 動 き で あ っ た が 開 き 戸 （ ９ １ ） を 開 く
際 に は 開 口 （ ７ ａ ） に 嵌 入 し て い る 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 係 止 具 （ ７ ） の 開 口
（ ７ ａ ） の 先 端 側 の 内 壁 （ 絞 り （ ７ ｃ ） を 形 成 し て い る ） に 当 た る 。
軸 （ ６ ｅ ） の 位 置 よ り 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 下 方 で あ る た め 係 止 具 （ ７ ） の 後 退 に 伴 っ て 係 止
体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 開 口 （ ７ ａ ） の 先 端 側 の 内 壁 に よ り や は り 持 ち 上 げ ら れ る 。
従 っ て 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 時 に 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 係 止 具 （ ７ ） の 開 口 （
７ ａ ） に 軽 い 力 で 嵌 入 と 浮 上 を し 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 の 妨 げ 乃 至 大 き な 抵 抗 と は な ら な
い 。
す な わ ち 開 き 戸 （ ９ １ ） が 閉 じ ら れ た 状 態 で は 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 図 ６ 及 び
図 ７ に 示 す 様 に 係 止 具 （ ７ ） の 開 口 （ ７ ａ ） に 嵌 入 し た 状 態 に な っ て い る 。
こ の 状 態 で 地 震 が 起 こ る と 球 （ ９ ） は 振 動 エ リ ア Ａ の 図 ９ に 示 す 後 端 室 Ａ ９ の 安 定 位 置 か
ら 前 進 し 前 縁 Ａ １ に お い て 横 方 向 に 移 動 す る 。
振 動 エ リ ア Ａ は そ の 後 部 が 後 端 室 Ａ ９ で あ り そ の 前 部 は 傾 斜 し た 前 縁 Ａ １ に お い て 側 方 に
拡 大 し て い る 。
従 っ て 球 （ ９ ） は 前 進 す る と 傾 斜 し た 前 縁 Ａ １ に お い て 横 方 向 の 動 き が 付 加 さ れ る こ と に
な る 。
従 っ て 球 （ ９ ） は 側 方 に 拡 大 し た 前 部 内 へ と 横 方 向 に 進 む （ そ の 際 前 後 振 動 を 伴 う 場 合 も
あ る ） 。
つ ま り 球 （ ９ ） の 前 進 経 路 と 後 退 経 路 が 同 一 の 場 合 と 異 な る 場 合 の い ず れ の 場 合 （ 図 示 の
実 施 例 に お い て は 異 な る 場 合 に 該 当 ） に お い て も 球 （ ９ ） の 経 路 と し て 振 動 エ リ ア Ａ の 前
部 の 経 路 を 後 部 の 経 路 よ り 長 く し て （ 例 え ば 前 部 の 経 路 を 側 方 に 拡 大 し て ） 球 （ ９ ） が 前
部 に 存 在 す る 時 間 を 後 部 に 存 在 す る 時 間 よ り 長 く し て い る の で あ る 。
球 （ ９ ） は 前 部 内 を 横 方 向 に 進 む が 側 端 に 到 れ ば 振 動 エ リ ア Ａ の 床 面 の 傾 斜 に よ り 戻 り 始
め る 。
球 （ ９ ） は 中 央 ま で 戻 っ て 後 端 室 Ａ ９ に 入 る 場 合 も あ れ ば 通 り 過 ぎ て 反 対 側 の 側 方 に 拡 大
し た 前 部 内 へ と 進 む 場 合 も あ る 。
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す な わ ち 球 （ ９ ） が 前 部 に 存 在 す る 時 間 は 後 部 に 存 在 す る 時 間 よ り 長 く な り 地 震 の 振 動 波
形 か ら の 開 き 戸 （ ９ １ ） の 開 閉 波 形 の ず れ （ 遅 れ ） に 対 応 出 来 る の で あ る 。
す な わ ち 開 き 戸 （ ９ １ ） が 開 く 方 向 へ の 動 き を 継 続 し て も 球 （ ９ ） は 係 止 体 （ ６ ） の 後 部
（ ６ ｆ ） の 下 方 に 位 置 し た ま ま で あ る 。
そ の 結 果 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す 様 に 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 開 き 戸 （ ９ １ ） が
開 く 方 向 へ の 動 き に 伴 っ て 開 口 （ ７ ａ ） の 先 端 側 の 内 壁 へ と 動 き こ れ に 当 た っ て も 持 ち 上
げ ら れ な い 。
そ の 結 果 係 止 具 （ ７ ） の 絞 り （ ７ ｃ ） を 係 止 部 （ ６ ｂ ） （ 溝 を 有 す る た め 溝 が 縮 ま っ て ）
は 通 過 し 開 口 端 （ ７ ｂ ） に 到 る こ と に な る 。
開 口 端 （ ７ ｂ ） に お い て 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 段 （ ６ ｃ ） で 係 止 保 持 力 （ 係 止 解 除 力 で も あ る
） が 確 保 さ れ る 。
す な わ ち 段 （ ６ ｃ ） に お け る 係 止 保 持 力 （ 係 止 解 除 力 で も あ る ） 以 下 で あ れ ば 開 き 戸 （ ９
１ ） は 地 震 の ゆ れ の 戻 り か ら 受 け る 力 に よ っ て は 解 除 さ れ な い 。
す な わ ち 開 き 戸 （ ９ １ ） が 隙 間 を 有 し た 状 態 で ロ ッ ク さ れ る こ と は 図 １ 乃 至 図 ５ の 実 施 例
の も の と 同 様 で あ る 。
地 震 が 終 わ る と 使 用 者 は 隙 間 を 有 し て ロ ッ ク さ れ て い る 図 １ ０ 及 び 図 １ １ の 状 態 の 開 き 戸
（ ９ １ ） を 係 止 保 持 力 以 上 の 力 で 押 す 。
こ れ に よ り 係 止 状 態 が 解 除 さ れ 図 １ ０ 及 び 図 １ １ の 状 態 か ら 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 様 に 係 止
体 （ ６ ） は 係 止 具 （ ７ ） の 絞 り （ ７ ｃ ） を 通 過 し 開 口 （ ７ ａ ） へ と 戻 り 開 き 戸 （ ９ １ ） の
開 閉 は 自 由 に な る 。
一 方 球 （ ９ ） に つ い て は 地 震 が 終 わ る と 係 止 状 態 の 解 除 と 関 係 な く 振 動 エ リ ア Ａ の 床 面 の
傾 斜 に よ り 後 端 室 Ａ ９ に 戻 る 。
以 上 で 明 ら か な 通 り 図 ６ 乃 至 図 １ １ の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 は 棚 の 本 体 （ ９ ０ ） 側 に 取
り 付 け ら れ た 装 置 本 体 （ １ ） の 係 止 体 （ ６ ） が 地 震 時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 許 容 し な い 状 態
に な り 、 前 記 係 止 体 （ ６ ） は 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず 地 震
時 に 扉 等 の 開 く 動 き を 許 容 し な い 状 態 を 保 持 し 、 地 震 の ゆ れ が な く な る こ と に よ り 扉 等 の
戻 る 動 き と 関 係 な く 前 記 係 止 体 （ ６ ） は 扉 等 の 開 く 動 き を 許 容 し て 動 き 可 能 な 状 態 に な る
扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ る 。
そ し て 図 示 の も の は 地 震 時 に 装 置 本 体 （ １ ） の 係 止 体 （ ６ ） が 扉 等 の 係 止 具 （ ７ ） に 係 止
し 扉 等 の ば た つ き の ほ と ん ど な い ロ ッ ク 状 態 と な る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ っ た 。
す な わ ち 図 １ 乃 至 図 １ １ の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 共 通 す る こ と は 地 震 時 に 装 置 本 体 （
１ ） の 係 止 体 （ ２ ） （ ６ ） が 扉 等 の 係 止 具 （ ５ ） （ ７ ） に 係 止 し 扉 等 の ば た つ き の ほ と ん
ど な い ロ ッ ク 状 態 と な る こ と で あ っ た 。
以 上 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 の い ず れ か に 適 用 が 可 能 な 振 動 エ リ ア Ａ の 他 の 実 施 例 （ 但 し こ れ
に 限 る も の で は な い ） を 図 １ ２ 乃 至 図 １ ７ に 示 す 。
す な わ ち 図 １ ２ の 振 動 エ リ ア Ａ は ３ 角 形 状 、 図 １ ３ は Ｔ 字 状 及 び 図 １ ４ は Ｙ 字 状 で あ る 。
図 １ ５ は 後 端 室 Ａ ９ が 左 右 に ２ 個 あ り 両 者 を 結 ぶ 振 動 エ リ ア Ａ に な っ て お り 図 １ ６ 及 び 図
１ ７ の 振 動 エ リ ア Ａ は 側 方 に 拡 大 し た 前 部 が 左 右 一 方 に の み 設 け ら れ た も の で あ る 。
次 に 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ の 実 施 例 は 図 ６ 乃 至 図 １ １ に 示 し た も の と 比 較 し 地 震 時 に 扉 等 が ば
た つ く ロ ッ ク 状 態 と な る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
す な わ ち 係 止 体 （ ６ ） の 係 止 部 （ ６ ｂ ） は 扉 等 の 係 止 具 （ ７ ） に 係 止 す る こ と な く 単 に 停
止 さ れ る も の で あ り 地 震 時 に 扉 等 が ば た つ く ロ ッ ク 状 態 と な る 。
次 に 図 ２ ０ の 実 施 例 は 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 し た も の と 比 較 し 地 震 時 に 扉 等 が ば た つ く ロ ッ ク
状 態 と な る 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
す な わ ち 係 止 体 （ ２ ） の 係 止 部 （ ２ ｅ ） は 扉 等 の 係 止 具 （ ５ ） の 係 止 部 （ ５ ａ ） に 係 止 す
る こ と な く 単 に 停 止 さ れ る も の で あ り 地 震 時 に 扉 等 が ば た つ く ロ ッ ク 状 態 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 扉 等 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 及 び 該 方 法 を 用 い た 地 震 対 策 付 き 棚 の 実 施 例 は 以 上 の 通
り で あ り そ の 効 果 を 次 に 列 記 す る 。
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本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 は 特 に 地 震 時 に 係 止 体 が 扉 等 の 戻 る 動 き と は 独 立 し て 動 く こ と
に よ り 扉 等 の 戻 る 動 き で 解 除 さ れ ず 地 震 時 に ロ ッ ク 位 置 に 到 っ て 振 動 す る 構 成 に す る こ と
に よ り 解 除 機 構 を 単 純 に 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 具 体 化 し た 装 置 の 側 面 断 面 図
【 図 ２ 】 図 １ の 装 置 の 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 １ の 装 置 の 作 動 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図
【 図 ５ 】 図 １ の 装 置 の 作 動 状 態 を 示 す 側 面 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 具 体 化 し た 装 置 の 平 面 図
【 図 ７ 】 図 ６ の 側 面 断 面 図
【 図 ８ 】 図 ６ の 装 置 の 係 止 体 の 斜 視 図
【 図 ９ 】 図 ６ の 装 置 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ０ 】 図 ６ の 装 置 の 作 動 状 態 を 示 す 平 面 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 側 面 断 面 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 に 適 用 が 可 能 な 他 の 振 動 エ リ ア の 平 面 図
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 他 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 具 体 化 し た 装 置 の 平 面 図
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 側 面 断 面 図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 他 の 地 震 時 ロ ッ ク 方 法 を 具 体 化 し た 装 置 の 側 面 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 装 置 本 体
２ 　 　 係 止 体
２ ｂ 　 庇
２ ｃ 　 軸
２ ｄ 　 重 り
２ ｅ 　 係 止 部
２ ｆ 　 弾 性 部
３ 　 　 蓋
５ 　 　 係 止 具
５ ａ 　 係 止 部
５ ｂ 　 取 付 部
６ 　 　 係 止 体
６ ａ 　 前 部
６ ｂ 　 係 止 部
６ ｃ 　 段
６ ｄ 　 係 止 部 先 端
６ ｅ 　 軸
６ ｆ 　 後 部
７ 　 　 係 止 具
７ ａ 　 開 口
７ ｂ 　 開 口 端
７ ｃ 　 絞 り
９ 　 　 球
９ ０ 　 本 体
９ １ 　 開 き 戸
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Ａ 　 　 振 動 エ リ ア
Ａ １ 　 前 縁
Ａ ９ 　 後 端 室

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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